
　
３
月
議
会
に
お
い
て
平
成
20
年
度
予
算
を
可
決
し
ま

し
た
。
そ
の
年
の
予
算
は
１
年
の
施
政
を
表
し
、
市
長

の
姿
勢
を
表
し
ま
す
。
２
６
６
億
１
，
１
４
７
万
円
の

一
般
会
計
予
算
は
昨
年
よ
り
8.9�
％
増
の
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
や
り
繰
り
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
努
力
は
評
価
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。
つ
る
せ
台
小
学
校
建
設
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
を
取
り
入
れ
、
借
入
金
を
10
億
円
に
縮
減
。
市
債

の
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
年
７
％
以
上
の
市
債

に
つ
い
て
繰
上
償
還
し
借
換
を
実
施
。
新
施
策
と
し
て

学
校
教
育
支
援
事
業
に
英
語
指
導
助
手
の
小
学
校
へ
の

派
遣
な
ど
３
０
，
６
０
３
千
円
、
富
士
見
市
を
き
れ
い

に
す
る
条
例
に
基
づ
く
路
上
喫
煙
禁
止
の
啓
発
な
ど
に

拝
啓
　
新
市
長
様
！�

　
今
夏
の
市
長
選
挙
で
は
各
候
補
者
が
揃
っ
て
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
作
成
し
、
市
民
へ
政
策
を
示
し
た
選
挙
で
し

た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
ラ
テ
ン
語
で
「
明
示
す
る
」
と

い
う
意
味
。
「
政
権
公
約
」
と
も
訳
さ
れ
、
具
体
的
な

政
策
を
示
し
、
後
に
検
証
す
る
こ
と
で
き
る
も
の
で
す
。

有
権
者
は
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
読
み
、
考
え
、
感
じ
、

投
票
の
判
断
と
し
た
と
思
う
の
で
す
。

　
見
事
当
選
の
栄
を
得
ら
れ
た
今
、
選
挙
結
果
を
重
く

受
け
止
め
、
市
民
の
付
託
に
応
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

情
報
の
公
開
と
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ
と
。

そ
し
て
、
改
革
の
断
行
、
政
治
の
実
践
は
時
に
孤
独
な

決
断
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
「
恐
れ
ず
、

ひ
る
ま
ず
、
と
ら
わ
れ
ず
」

の
姿
勢
を
貫
き
通
し
、
決
断
、

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
真
に

市
民
の
為
の
政
治
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、�

こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
あ
な
た
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
命
が
吹
き

込
ま
れ
ま
し
た
。
積
極
的
な
市
民
と
の
対
話
と
議
会
と
の
議

論
を
通
し
て
政
策
が
収
斂
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
行

政
職
員
を
良
く
ま
と
め
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
新
し

い
富
士
見
市
創
造
に
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
敬
具
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市
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様
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の
市
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で
は
各
候
補
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揃
っ
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マ
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フ
ェ
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を
作
成
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、
市
民
へ
政
策

を
示
し
た
選
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。
マ
ニ
フ
ェ
ス
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は
ラ
テ
ン
語

で
「
明
示
す
る
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と
い
う
意
味
。
「
政
権
公
約
」
と
も

訳
さ
れ
、
具
体
的
な
政
策
を
示
し
、
後
に
検
証
す
る
こ

と
で
き
る
も
の
で
す
。
首
長
選
挙
こ
そ
政
策
で
戦
う
べ

き
で
す
。
有
権
者
は
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
読
み
、
考

え
、
感
じ
、
投
票
の
判
断
と
し
た
と
思
う
の
で
す
。

　
見
事
当
選
の
栄
を
得
ら
れ
た
今
、
選
挙
結
果
を
重
く

受
け
止
め
、
市
民
の
付
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に
応
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

情
報
の
公
開
と
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ
と
。

そ
し
て
、
改
革
の
断
行
、
政
治
の
実
践
は
時
に
孤
独
な

決
断
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
「
恐
れ
ず
、

ひ
る
ま
ず
、
と
ら
わ
れ
ず
」

の
姿
勢
を
貫
き
通
し
、
決
断
、

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
真
に

市
民
の
為
の
政
治
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
あ
な
た
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
積
極
的
な
市
民
と

の
対
話
と
議
会
と
の
議
論
を
通
し
て
政
策
が
収
斂
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
行
政
職
員
を
良
く
ま
と
め
、

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
新
し
い
富
士
見
市
創
造
に

邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

２
，
７
７
６
千
円
な
ど
。
予�

算
と
し
て
は
大
き
な
も
の
で�

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ�

た
範
囲
で
前
向
き
な
投
資
が�

な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、�

市
債
残
高
２
５
４
億
円
、
ま
だ
ま
だ
財
政
健
全
化�

と
適
切
な
市
政
運
営
に
多
大
な
努
力
が
必
要
で
す
。

　
名
は
体
を
表
す
。
富
士
見
市
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
体
型
の
36
歳
。
膨

れ
た
借
金
の
た
め
に
お
腹
が
出
、
経
常
経
費
を
下
げ
る
た
め
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
、
財
政
基
盤
で
あ
る
足
腰
へ
の
負
担
を
軽
減
中
。
投
資
的
経

費
で
あ
る
両
腕
に
少
し
づ
つ
筋
肉
を
戻
す
筋
ト
レ
も
必
要
。
最
後
は

頭
の
活
性
化
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
不
全
症
候
群
の
解
消
で
し
ょ
う
か
？
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後期高齢者医療制度�

今年４月より７５歳以上の長寿の方（後期高齢者）のた�

めの新しい医療制度が始まりました。これは医療費削減�

至上主義の方々が考え出した、現代版“姥捨て山”より�

もひどい悪法といわれています。長寿の方は制度のこと、�

保険料のことなどいろいろ不安のことがあると思います。�

しかしこの地区では医師会の先生方が協力して今までと�

変わりなく近くの医療機関を安心して受診していただい�

て大丈夫です。かかりつけのひとつの医療機関を決め、�

他の医療機関を受診できないわけではありません。わか�

らないことがあれば遠慮なくかかりつけ医の方に相談し�

てください。�

平成20年12月　日

編集者のつぶやき

「
拝
啓
　
新
市
長
様
」

 暑い熱い富士見市長選挙が終わりました。�

「議会運営が大変だ！」なんて言葉を巷では耳にしますが、�

新市長には掲げたマニュフェストの実践をお願いしたいと思�

います。みっちゃんも色々正念場ですが、たくさんの愉快な

仲間とホップ・ステップ・ジャンプ！！

富士見市の財政分析 やさしい会計学　第５回 まとめ：富士見市政の向かうべき方向は

　今回は、財政から見た富士見市の実態と今後の方向性

についてレポートします。

　まず前回までの考察した結論をまとめますと、富士見

市の財政構造は、借金は多く、経常的経費の比率も高い。

職員の給与水準は高いが、職員数を減らすことで人件費

費用を抑えている。とまとめられると思います。非常に

窮屈な財政と言わざるを得ません。緊縮財政を続ければ

赤字は免れますが将来の成長がありません。何が成長分

野かを見極める力と着実に実行する実行力が今富士見市

に必要でしょう。

　最後に今後の方向性について私見を述べさせていただ

きます。

①人口増減率、老年人口割合に留意した行政を行うこと

下図2007年推計人口によると、都道府県別にベストとワー

ストで大きな格差があります。

東京都は最も人口が多く、人口増減率もトップ。一方島根、

長崎、鳥取等は過疎県の位置付けで人口減少も多く、

老年人口割合も多くなります。但し都市部ではない沖縄

県が老年人口、人口増率で埼玉を上回っています。何ら

かのビジネスチャンスが生まれているというべきで、今

後は都市部でも特色がなければジリ貧になるという危機

感を持つべきです。

②成長の源泉を内需型産業に求めること

　現在団塊の世代が定年を迎えていますが、戦後の日本

経済の復興は一貫して外需（輸出等）に支えられましたが、

その主役は中国･インド等に移りました。

　今後は内需を意識した経済成長にならざるを得ないと

思います。下図世代別資産でも団塊の世代はがっちり資

産を保有しています。これが停滞せず循環するためには、

健康維持（医療）、自分への投資（教育）、新たなライ

フスタイルの追求（住宅）等がいかに活性化するかであり、

地方自治としてこれらの基盤整備が成長の鍵になると思

います。今回でこのシリーズを終了します。ありがとう

ございました。

○富士見市の財政健全化判断比率報告

＊夕張市の財政破綻を受けて、地方公共団体の財政健全

化に関する法律が来年４月から施行され、平成19年から

指標の公表が始まりました。

毎年監査委員は審査の結果を議会に報告し公表されます。

以下が、当市の平成19年度決算に基づく健全化判断比率

です。

○富士見市の健全化判断比率表

■建全化判断比率のうちの、当市の実質赤字比率及び連

　結実質赤字比率については、黒字であることから「－」

　表示になっています。

　参考 : 実質赤字比率-3.85%  連結実質赤字比率-16.38%

■健全化判断比率のうちいずれかが早期健全化基準以上  �

　となった場合には、財政健全化計画を定めなければな

　らない。(自主的な改善努力による財政健全化)

■健全化判断比率のうち実質赤字比率、連結実質赤字比

　率及び実質公債費比率のいずれかが財政基準以上となっ

　た場合には、財政再生計画を定めなければならない。

 （国等の関与による確実な再生）

○各指標の趣旨について

■実質赤字比率＝普通会計の実質赤字額が標準財政規模

　にしめる割合。

■連結実質赤字比率＝全ての会計の実質赤字額が標準財

政規模に占める割合。

■実質公債費比率＝一般会計等の負担する借入金の償還

　金等が標準財政規模に占める割合。

■将来負担比率＝一般会計等の将来負担する負債が標準

　財政規模に占める割合。

■資金不足比率＝資金不足が事業規模に占める割合。

■標準財政規模＝地方公共団体の一般財源の標準的な規

　模を示すもの。

○自治体財政健全化法の特徴

自治体財政は一般会計と特別会計からなる普通会計、病

院や観光、下水道、国民健康保険、介護保険などの公営

事業会計、一部事務組合、地方独立行政法人、地方三公社、

第三セクターの各会計が密接に関連して構成されている。

新法では、①普通会計だけでなく公営企業や地方公社・

第三セクターなどまで監視対象を拡大すること、②単年

度フローだけでなくストック面にも配慮した財政状況の

判断指標を導入すること、③財政悪化を可能な限り早い

段階で把握し、財政状態の改善に着手させることが、特

徴である。

○健全化法で監視対象となる本市の諸会計

■一般会計予算

■特別会計（国民健康保険・老人保健・介護保険、鶴瀬

　駅西口、東口土地区画整理事業）

■公営事業会計（水道事業、下水道事業）

■一部事務組合・広域連合（志木地区衛生組合、入間東

　部地区衛生組合、入間東部地区消防組合）

■その他出資法人、（土地開発公社、施設管理公社、社

　会福祉事業団、埼玉県信用保証協会）
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島根�
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16.9

2007年10月１日推計人口（総務省資料）
世代別に見た家計の平均資産保有額 (万円）

（総務省統計局「全国消費実態調査2004年」）
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■ 子供のいるところでは全面禁煙

身近なところでは横浜市で禁煙条例が施行されたことが記憶に�

新しいですが、公共施設・商業施設等での禁煙がいち早く実施�

されているイギリスでは、呼吸器・循環器疾患の患者が減少し�

たとの報告もあるようです。国内、海外共に、禁煙や分煙の制�

度化への動きは着々と成果を上げつつあるようですが、実際の�

臨床において「子供の咳がなかなか治まらない」というケースに�

向き合うと、実は家族が喫煙していることが原因だった、とい�

うことがよくあります。家族が禁煙することで子供の具合が本�

当に良くなることが多いので、子供のいる家庭では、大人達が�

全面的に禁煙するよう、法律で制限して欲しいと思っています。

■ 子供のいるところでは全面禁煙

横浜市において禁煙条例、英国で公共施設、商業施設で�

の禁煙から呼吸、循環器疾患の患者の減少、米・加州、�

たばこ規制で15年間で医療費9兆円減、など愛煙家に�

とって耳がいたい話です。しかし実際の臨床において�

子供がなかなか咳が治まらないので聞いてみると、�

家族に喫煙者がいることが多く（子供のいるところでは�

吸っていないといいますが）、禁煙すると本当に子供の�

具合がよくなることが多く、子供のいる家庭では全面的�

に禁煙と、法律で制限してほしいと思っています。
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星野みつひろ、５１歳の誕生日

特集！自治体財政健全化法
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比率
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米・カリフォルニア州でも、１５年に渡るたばこ規制に�

より、医療費が９兆円減少するなどの報告もあります。�
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９
月
定
例
会
は
星
野
新
市
長
誕
生
を
受
け
て
、

執
行
部
は
初
議
会
の
準
備
な
ど
の
理
由
か
ら
日
程

を
繰
り
下
げ
、
９
月
30
日
か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
平
成
19
年
度
決
算
認
定
議
案
が
上

程
さ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
議
案
を

付
託
、
３
日
間
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
議

案
と
し
て
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
議
、
新

市
長
の
給
料
減
額
の
条
例
案
等
が
上
程
さ
れ
、
全

て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
多
く
の
議
員
か
ら
新
市
長
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
へ
の
質
問
が
集
中
し
、
新
市
長
へ
の

期
待
と
そ
の
意
気
込
み
が
試
さ
れ
ま
し
た
。
市
長

の
退
職
金
に
つ
い
て
の
質
問
で
、
答
弁
に
食
い
違

い
が
生
じ
10
月
22
日
の
議
会
が
紛
糾
、
市
長
は
こ

の
責
任
を
取
り
自
身
の
減
給
処
分
と
謝
罪
を
行
い

ま
し
た
。
退
職
金
は
県
内
の
市
町
村
と
と
も
に
事

務
組
合
を
組
織
し
て
お
り
、
途
中
退
会
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
は
検
討
を
加
え
、
公

約
の
達
成
に
努
力
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

○
議
第
53
号
　
平
成
19
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

＊
歳
入
総
額
は
2
4
8
億
1
,
6
3
8
万

1

,

3

1

9

円

、

歳

出

総

額

2

4

1

億

7
,
5
4
4
万
8
,
6
2
3
円
と
な
り
差
引
額
は

７
億
2
,
3
7
5
万
6
,
7
9
9
円
。
前
年
度
の

歳
入
と
比
較
し
て
１
億
8
,
8
6
4
万
円

0
.
8
%
の
減
額
。
歳
出
は
２
億
6
,
4
1
4
万

円
の
増
額
で
す
。
自
主
財
源
は
税
制
改
正
に
伴
う

税
源
委
譲
や
市
税
徴
収
部
門
の
体
制
強
化
な
ど
の

努
力
で
市
税
、
寄
付
金
及
び
繰
越
金
が
増
額
と
な

り
前
年
収
入
を
上
回
っ
た
。
逆
に
依
存
財
源
は
地

方
交
付
税
等
、
市
債
な
ど
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
行
財
政
改
革
に
よ
る
歳
出
節
減
が
図
ら
れ
、

人
件
費
等
の
経
常
経
費
の
減
少
で
成
果
を
収
め
る

が
、
制
度
改
正
に
伴
う
民
生
費
や
元
利
金
の
償
還

額
の
増
加
に
よ
り
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
繰
入

金
と
し
て
予
算
化
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
５
億

円
は
繰
入
れ
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
世
界
的
景
気
後
退
局
面
で
一
層
厳

し
く
な
る
財
政
状
況
の
中
、
自
主
財
源
の
積
極
的

な
確
保
は
最
優
先
の
課
題
で
あ
り
、
更
な
る
改
革

は
必
然
で
あ
り
ま
す
。

（
財
政
力
指
数
の
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）

○
議
第
49
号
　
平
成
20
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

＊
既
定
の
予
算
に
1
,
3
4
7
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
2
6
7
億
9
9
4
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

審

議

は

主

な

歳

出

で

あ

る

設

計

委

託

費

1
,
0
0
0
万
円
に
集
中
し
ま
し
た
。

　
東
上
線
（
み
ず
ほ
台
～
柳
瀬
川
駅
間
）
の
人
道

橋
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
を
３
月
議
会
で
審
査
、

採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
執
行
部
の
決
断

で
、
東
武
鉄
道
が
撤
去
し
よ
う
と
す
る
人
道
橋
の

存
続
、
架
け
替
え
負
担
交
渉
の
為
に
、
市
と
し
て

橋
の
設
計
委
託
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
市
長
選
後

間
も
な
い
こ
と
、
東
武
と
の
交
渉
経
過
報
告
も
な

く
、
唐
突
感
を
否
め
な
い
の
で
す
が
、
架
け
替
え

工
事
費
の
負
担
割
合
等
を
決
め
る
交
渉
材
料
と
し

て
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
賛
成
致
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
交
渉
は
難
航
を
極
め
て
い
る
よ
う

で
す
。

平
成
20
年
・
9
月
定
例
議
会
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
っ
こ
う
ぶ

ふ
　
た
く

し
ん
ぎ

ふ
ん
き
ゅ
う

こ
ん
な
ん

い
じ
ょ
う

く
り
こ
し
き
ん

せ
つ
げ
ん

せ
っ
け
い

い
　
た
く
　
ひ

し
ょ
う
か
ん

い
ぞ
ん
　
ざ
い
げ
ん

ち
ゅ
う
し
ゅ
う

ち
ん
じ
ょ
う

と
う
と
つ
か
ん

な
ん
こ
う

て
っ
き
ょ

区 分

１８年度

１９年度

0.740 88.7 （%）

92.6 （%）

13.2 （%）

15.7 （%）

14.3 （%）

91.5 （%） 13.5 （%） 15.5 （%）

15.4 （%）

2.8

0.720

0.770

0.030

１７年度

差引(前年）

財政力指数 経常収支比率 公債費比率 公債費負担比率

0.3 1.2

①財政力指数は、地方公共団体の財政上の能力を示す数値で、この数

　値は１に近いほど財政力が強いとみることができる。

②経常収支比率は、財政構造の弾力性を示す指標で人件費、扶助費、

　公債費など経常的にかかる経費に、税などの経常的に収入される一

　般財源がどれだけ充当されたかを示す比率である。この比率が高い

　ほど財政の硬直化が進んでいるといわれます。

③公債費比率は、地方債の元利償還額の状況を示す指標で、経常一般

　財源の占める公債費の一般財源所用額の比率である。この比率が高

　いほど財政硬直化の一因とされています。

④公債費負担比率は、公債費による財政負担の度合いを示す指標で、

　公債費に充当された一般財源総額に対する比率である。この比率が

　高いほど財政運営の硬直性の高まりを示すものである。



mitsuhiro hoshino supporters news letter 『 夢をかたちに・・・！！ 』

　
い
よ
い
よ
今
回
か
ら
、
富
士
見
市
の
現
状
分
析

を
も
と
に
医
療
・
教
育
・
産
業
な
ど
の
各
分
野
に

つ
い
て
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
わ
が
市
の
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
で

す
。
全
国
平
均
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
若
年
層
が

多
い
わ
が
市
の
医
療
・
介
護
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
予
防
」
と
「
子
育
て
支
援
」
だ
と
考
え
ま
す
。

富
士
見
市
も
、
今
後
は
団
塊
世
代
が
高
齢
化
す
る

な
ど
、
高
齢
者
の
多
い
ま
ち
に
な
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
齢
者
医
療
費
等
の
負

担
が
増
え
る
と
い
う
脅
威
に
お
び
え
る
の
で
は
な

く
、
予
防
医
療
と
介
護
予
防
で
、
い
つ
ま
で
も
元

気
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
べ
き

で
す
。
具
体
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
方
に
対
す
る

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
奨
（
補
助
等
）
を

提
案
し
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
死
因
の
第
四
位

が
肺
炎
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
重
篤
な
疾
患
を

ひ
き
お
こ
す
危
険
性
の
高
い
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
、
一
回
の
接
種
で
五
年

間
は
効
果
が
持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
、
町
会
の
集
会
所
な
ど
に
専
門
職
を
派
遣
し

て
行
う
、
巡
回
型
リ
ハ
ビ
リ
事
業
の
実
施
を
提
案

し
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
リ
ハ
ビ
リ
の
出
前
で
す
。

こ
れ
で
ふ
だ
ん
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
方
々

も
気
軽
に
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
小
児
科
の
入
院
施
設
が
近
隣
に
少
な

い
わ
が
市
で
、
母
親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来

る
環
境
を
作
る
た
め
に
、
母
親
教
室
や
相
談
機
関

の
整
備
拡
充
を
提
案
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
市
内

の
開
業
医
は
じ
め
多
職
種
が
連
携
し
て
事
業
を
行

う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
富
士
見
市
を
語
る
⑥

苦
言

甘
言

　
富
士
見
市
に
住
み
初
め
て
今
年
で
24
年
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
で
人
生
の
半
分
あ
ま
り

を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
み
つ
ひ
ろ
さ
ん
と
は
、
息
子
の
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
元
気
で
声
が
大
き
い
の
で
、
街
で
お

会
い
し
た
時
に
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
・
・
・

(̂
)̂v

　
私
の
２
人
の
息
子
た
ち
も
、
長
男
は
来
春
社

会
人
と
な
り
、
次
男
が
再
来
年
に
は
成
人
式
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
富
士
見
市
、
今
年
は
最
後
の
成
人
式
み
た
い

よ
。
」
と
、
成
人
式
が
終
わ
る
た
び
に
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
　
　
　
。

　
で
き
る
こ
と
な
ら
そ
ん
な
不
安
な
噂
が
聞
こ

え
て
く
る
事
の
な
い
よ
う
に
、
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
人
生
の
半
分
を
過
ご
し
て
い
る
こ
の
富

士
見
市
を
、
も
っ
と
も
っ
と
素
敵
な
ま
ち
に
し

て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

・

み
つ
ひ
ろ
に

＝ 

く
げ
ん
・
か
ん
げ
ん 

＝

針
ケ
谷
　
Ｈ
・
Ｈ

市民の医療を支える新たな拠点がまもなく移転・開業

　 鶴瀬病院（東入間医師会第２次救急医療体制病院）

だ
ん
か
い
せ
だ
い

こ
う
れ
い
か

か
い
ご

じ
ゃ
く
ね
ん
そ
う

い
り
ょ
う

き
ょ
う
い

せ
っ
し
ゅ

せ
ん
も
ん
し
ょ
く

じ
ゅ
ん
か
ん
が
た

す
い
し
ょ
うじ

ゅ
う
と
く

し
っ
か
ん

は
け
ん

き
ん
り
ん

れ
ん
け
い

た
し
ょ
く
し
ゅ

せ
い
び
か
く
じ
ゅ
う

は
い
え
ん
き
ゅ
う
き
ん




